
を応援しています！
《協賛企業一覧》

イインンククルルーージジョョンン
フフェェススタタ

TEL 0835-22-7425

〒747-0825　防府市新田1077-1〒747-0825　防府市新田1077-1

TEL 0835-22-7425

代表取締役 賀門　武士

真心・安全・感謝

“ハシる”を強くする
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みんなの幸せ　ともに創ろう
　インクルーシブな芸術と音楽の祭典
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主催／山口県知的障害者福祉協会 山口県弁護士会

1第第 回回
イインンククルルーージジョョンン
フフェェススタタ

山口情報芸術センター （YCAM） スタジオ A
山口中央公園

〒753-0072　山口市中園町 7-7　☎083-901-2222

ウォーターアート
　堀川玄太さん スウィートポップコーン桑の木神楽会

■お問い合わせ・詳しくはこちら

（山口県知的障害者福祉協会）

TEL.083-925-2424

ステージプログラム

10：30　オープニング　同朋太鼓
11：00　いわみ神楽
13：00　映画
　　　　　「僕とオトウト」
　　　　トークショー
　　　　　マニィ大橋　髙木監督　山口弁護士
14：40　ステージ出演　
15：40　ダンスケア　
16：00　終了

入場

無料

ご来場は公共交通機関でお越しください

イベント

盛りだくさん！

製品の紹介や販売、アート作品、
パネル展示等もあります！

キッチンカーもくるよ

ルート検索は
こちら

長州青組

山口県立大学 手話サークル

マニィ大橋さん

ボッチャ

体験会

11:00 ～ 12:00
14:00 ～ 15:30
（相談 1件につき、30分目安）
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山口情報芸術センター

《協賛企業一覧》 主催／ 山口県弁護士会　一般財団法人山口県知的障害者福祉協会
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《協賛企業一覧》

YCAM 
スタジオ A

★タイムスケジュール★
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ボッチャ体験教室
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緑豊舎

❻

Nishida Coffee
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花吉

❽

ピクニックランド
後援

❾

ご飯どろぼう Lee

10：00　開場
10：30　オープニング
　　　　　　同朋太鼓
10：40　開会式
11：00　ステージ公演　 　　　　　　　
　　　　　　桑の木神楽会（島根県）
12：00　休憩
13：00　映画上映（映画上映48分）
　　　　　　「僕とオトウト」
　　　　　トークショー　　　　　　　　
　　　　　　　マニィ大橋　髙木監督　山口弁護士
14：40　ステージ出演　　　　　　　　
　　　　　　ダンスパフォーマンス
　　　　　　　［スウィートポップコーン］
　　　　　　マリンバ演奏
　　　　　　手話歌
　　　　　　　［山口県立大学　手話サークル☆幸せの星］
　　　　　　よさこい
　　　　　　　［長州青組］
15：40　ダンスケア　
16：00　終了

山口市立図書館

飲食スペース

山口県、山口県教育委員会、山口市、山口市教育委員会、社会福祉法人山口県社会福祉協議会、社

会福祉法人山口市社会福祉協議会、一般財団法人山口県手をつなぐ育成会、山口県障害福祉サービ

ス協議会、NPO法人山口県自閉症協会、NPO法人山口県社会就労事業振興センター

後援

【山口市立図書館特設展示について】
3/28～4/14までのあいだ、世界自閉症啓発デー
のイベントとして障害に関する書籍の特設コー
ナーが設置されています。
ぜひ皆様お立ち寄りください！

■浄化槽・維持管理・清掃　　

■下水道管渠洗浄・清掃、排水管清掃

■一般廃棄物、産業廃棄物収集・運搬

山口市惣太夫町９-24

TEL/(083)925-7654　FAX/(083)925-7655

http://www.fuji-otasuke.com/

代表取締役　　　藤本　謹也

皆様の快適な生活環境をお助けします

僕は僕で　兄ちゃんは兄ちゃんで
そうやって生きていってええんやで

若き映像作家の手により、みずみずしくもヒリヒリとさ
せられる家族の物語が誕生した。髙木佑透監督が、重度
の知的障害をもつ弟・壮真にカメラを向けた「僕とオト
ウト」。カメラを通じて弟との対話をはじめた兄だが、
そのさなか、弟のいたずらで事件が起きる。はたして障
害をもつ弟とのあいだにコミュニケーションは成立する
のか。撮る側と撮られる側、双方の成長が刻印された、

“若さ”が成し遂げた映画の奇跡がここにある。


